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会長が不安だと 

 

 

 

 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

    

     

 

メネット事業 吉原 和子     担当主事 長田 光玄  

担当主事 吉永貴弘

会長ひと言           吉原 訓      

 91 歳の要介護者である私の母を一日おきにお世話を

して下くださる地域ケアプラザのすてきな女性職員と

の会話です。 

女性「今日もむし暑いですね！」  

筆者「この間まで寒くて 寒くて大変だったよね！」 

女性「私、覚えていないの。私、大丈夫かしら？」 

本当に月日が経つのは早いものです。もうワイズの年

度替わりです。「みんなやったんだから あなたもやんな

きゃだめですよ。」と大長老に諭され会長を引き受けて

一年が経ちました。適当人間の私ですが、後半に 少し

は会長らしく振る舞えたかなと思っています。 

やれやれという気持で年度末を迎えたところで、また

大長老は、「うちは会長を 2 年務めることになっている

んですよ。」……大長老と孫の言う事には逆らえません。

やむをえません。 

もう一年、会長としてワイズのこと、ＹＭＣＡのこと、

もう少し学んでみようと決めました。 

・ 明るく、楽しく、さわやかなクラブ運営に努めてま

いります。 

・ 身の丈に合った奉仕の実践を目指してまいります。 

・ 何としてでも グッドスタンディングを叶えます。 

クラブ内外諸氏のご指導を宜しくお願い申し上げます。











      

 

 

  

 

 

                           

 

 

◎今月の聖句◎ 

            求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そ

うすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、

開かれる。だれでも、求める者は受け、探す者は見つ

け、門をたたく者には開かれる。 

-マタイによる福音書第7章7節～8節－    

この主のみ言葉は、今の私たちの日ごろの行いにもそ

のまま当てはまります。人間、そして人生、至る所に青

山あり、いつかは 必ず、あなたの希望は叶えられる、

だから諦めることなく、絶えず緊張感を持って事に当た

ろうではないか…と背中を押してくれていらっしゃいま

す。このみ言葉から なぜか「僧は推す月下の門 僧は敲

く月下の門」という唐の詩人のコトバを思い出しました。 

 
      キックオフ  

強調月間  YMCAサービス  

               ＡＳＦ・ＲＢＭ 

まずはキックオフ、新しい年度となり、7 月の例会は 総会

から始まります。YMCAサービス、略して‘Ｙサ’、メンバーは

YMCAの維持会員になることが先決です。そしてASF、Alexander 

Scholarship Fund、YMCA スタッフ育成支援、＠500 円以上、

そしてもう一つ、RBM、Roll Back Malaria Partnership、

マラリア撲滅支援、＠800円以上、今月は以上の3項目の強調

月間になっており、支援金の要請項目もありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会報告 １】 

 

 

 

 

  

 

 The Service Club for the YMCA THE Y’S MEN’S CLUB 

Affiliated with the International Association            OF YOKOHAMA－TOTSUKA 
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 of  Y’s Men’s Clubs 769－24, Kamikurata, Totsuka, 

 Yokohama, Japan 〒244－0816  
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２０１５年７月会報 第２４９号 
         国際会長（ＩＰ） Wichian Boonmapajorn  （タイ）                                                          

２０１５   主  題 “Mission with Faith ”  「信念のあるミッション」 

スローガン “Count Your Blessing”  「恵みを数えよう」  

        アジア地域会長（ＡＰ）  Edward K．W．Ong (シンガポール)              

～    主   題  “Through Love，Serve”  「愛をもって奉仕をしよう」                                    

  スローガン  “Let it Begin with Me”  「まず自分から始めよう」   

２０１６   東日本区理事  渡辺 隆（甲府）  「原点に立って、未来へステップ」  

湘南・沖縄部部長 今城 高之（横浜つづき）「一人ひとりが愛と平和の種をまこう！」 

   クラブ会長  吉原 訓 「ゆっくり・楽しく 社会に奉仕」                    

主 題   副会長 浦出 昭吉    書記 若木 一美   会計 小俣 妙子  

       
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 



「いのち」未来への継承』 

～私たちの地球のために～ 

“From Our Hands, 

We Pass Nature’s 

Torch” 

 

 

６月在籍者数 ６月出席者数 出席率  

 

 

フ ァ ン ド 

他 

B F 

（円） 

B F 

（ｇ） 

C S ・ T O F ・
A S F 

(円) 

Y E S 

（円） 

 

（円） メ ン 12 メ ン 11 92％ 

メネット 2 メネット 4  前 月 迄 0 0 0 0 0 

  ゲ ス ト ら 0  当 月 0 0 0 0   0 

計 14 合 計 15  累 計 0 0   0 0 0 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 
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第                  ～第18回東日本区大会（厚木大会）特集～ 

             日 時：2015年6月6日～7日（前夜祭 5日） 

               場 所：厚木市文化会館･レンブラントホテル厚木 

                   ホストクラブ：厚木クラブ（石井芳隆大会実行委員長） 

                   協力クラブ：東京･東京まちだ･東京コスモス･横浜とつか 

                              の各クラブ 

   協 力：湘南･沖縄部 

   協 働：厚木YMCA 

          共 催：厚木市・厚木市教育委員会                                                                         

                   とつか登録者：浦出･長田･加藤(2)･小俣･南部･土方 

           吉原(2)･           吉原(2)・渡辺･佐藤･杉本  計)12名 

   

                        ☆バナーセレモニー☆     吉原 訓 

6月 6日から 7日にかけ開催された 第 18回東日本区大

会に とつかクラブのほとんどの皆さんと共に参加できた

こと、ホストクラブの厚木の皆さんに協力クラブとして少し

は心の支えになれたかな と思え

ること、あらためて厚木のいいと

ころを知ったこと、全てありがた

いことです。北海道から静岡県の

一部までのワイズメンズクラブが 

一堂に会するなか、私はクラブの

会長として、初めてバナーセレモニ

ーに参加しました。7 つの部、そ

して 60 ほどのクラブのバナーがご

く限られた時間内にスムーズに壇上に並ぶことが出来るの

か、事前の打合せがあって間もなくスポットを浴びながら

始まりました。かなりの歴史を感じさせるバナー、たくさ

んのワッペンを付けたバナーをはじめ色々なバナーに出会い

ました。司会者に紹介されて舞台中央でバナーを高く掲げ

る会長さんに歓声を上げるクラブがいくつもありました。

私がバナーを高く掲げた時は歓声が聞こえませんでした。

恥ずかしがり屋の多いクラブであることを確認しました。

普段は賑やかな人が何人もいるのに…！？ 

昔の君主や領主の旗じるしでもあったバナーは、今では

色々な団体がスローガンなどを書いた旗じるしとして広く

使われています。 

この度の大会では、私にとり、クラブのバナーにもう一

度目を向けることのできた良い機会となりました。そして、

創立以来 22 年目となったとつかクラブの原点を見直す又

とないひと時でもありました。  感謝。 

 

 

 

 

 

 

 

     

       ☆メネットアワー☆      吉原 和子 

前日からの激しい雨も止み 絶好の大会日を迎えました。 

皆さんの行いがよろしかったからではないでしょうか？ 

湘南･沖縄

部では一つし

かないメネッ

ト委員会にな

ってしまった

ようで‘ 歓迎

の言葉’を仰

せつかってし

まいました。 

とつかメネットクラブ会長とは名ばかりで、何の活動も

していないので気が引けます。 

メネット献金報告では、献金が有意義に活用されている

ようで 安心しました。YMCA 施設に絵本を贈る運動で希望

する施設が増え、国際ＩＤ支援金から補填されると報告が

ありました。結構な事だと思います。 

「第18回メネットの集い」(何度かお誘いをいただきま

したが、これにも参加ができませんでした。)の報告に続い

て、お楽しみ講演「あつぎ

の女性･その歴史と背景」と

題し厚木在住の中村碩子

（ひろこ）さんのお話しが

ありました。明治以降の厚

木･愛甲の動きから現在の

厚木市、平成11年に さが

み女性史研究会「さねさし」

を発会、女性の視点で厚木

在住の女性20人から聞き取り、『あつぎの女性20人・聞き

書き集』を2004年に発行し、続『あつぎの女性―民権家子

族と女性史年表―』を2009年に出版され、近々第三集の聞

き書き集を出版予定とか、見た目70歳台と思われますが、

バイタリティに溢れた素敵な女性でした。最初に聞き取り

をした女性10人が亡くなり、昔の事を話してくれるお年寄

りが少なくなり、活動を続ける困難さを話されました。  

次期のメネット委員長には 今期委員長の加藤真子さん

（仙台青葉城）から 次々期東日本区理事の利根川恵子さん

（川越）にバトンタッチされました。 
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    ☆チャーター10年目の快挙☆    加藤 利榮 

    設立10年目を迎えた厚木クラブ、実行委員長や会長を始め

会員のほとんどが全くの大会未経験ながら、西日本区を含む

431名を集めて開催された第18回東日本区大会、クラブ全員、

挙げての努力が見事に実を結んだイベントとなりました。 

   前夜祭 5日の19時からレンブラントホテルにおいてゴルフコ

ンペ表彰式と、市文化会館で開催された区役

員会参加の皆さんら計 40 名ほどが出席し

て開かれ、お馴染み 南部さんの8曲に及ぶ

オールディーズの歌声で盛り上がりました。 

オープニング  明けて6日、‘相模の国

白龍子供連’による迫

力に満ちた太鼓の演奏で

始まり、来賓祝辞の中では、

小林常良厚木市長の 8 分に及ぶ原稿なし

のご挨拶、アツギの名の由来に始まり、

今日の市の発展に及ぶ実の有る中味に、

しばし大ホールを埋めたワイズ諸氏が聞

き入ったひと時でした。 

晩餐会   会の始まる前に行われた厚木中学校の生徒に

よる吹奏楽は出色、い

つまでも‘アンコール’

の声が鳴り止みません

でした。そして、全員、

指定された席について

みれば、いつもの同じ

顔ぶれでなく、早速にお互

いご挨拶を交わし、早や交

わりのひと時が 美味しい

料理を中に始まりました。

折を見ては席を立ち、多く

の皆さんと握手を交わして

交流を深め･温めました。 

東日本区アワーⅡ  7 日、聖日礼拝に引き続いて開かれ、

まず、クラブ表彰では、とつかは壇上にこそ上がりませんで

したが12枚の表彰状を頂きました。中でも、いっぷう変わっ

たところでは、‘使用済み切手収集優秀賞2位’がありました。

整理して送った切手7，5キロに対するものです。 

    次に、理事引継式、立ち会われたのは元国際会長の青木一

芳さん(千葉)、私の記憶では 青木さんが立ち会われるのは 

確か 2 度目となろうか、司会は松田俊彦さん(東京)、とフレ

ッシュコンビで無事行われました。来年の長野大会には、わ

が若木一美さんが次期湘南･沖縄部部長として登壇するのを

思い浮かべながら 役員引継式を見守ったことでした。 

 エクスカーション  4 つに分かれてのコース、とつかは

‘寒川神社と「天青」での会席料理’(Dコース)、田中理事・

細川会計の両ご夫妻を始め20名が参加、美味しい料理と相国

一の神社にお参りして 16時過ぎJR茅ケ崎駅で解散しました。 

お天気にも恵まれ、正に大会日和、穏やかな3日間でした。 

☆エクスカーションに参加して☆    杉本 兌子 

 大会の閉会点鐘が終わると ご挨拶もそこそこに、用意さ

れたマイクロバスに慌ただしく乗り込み、湘南唯一の蔵元

「熊沢酒造」に併設されたレストラン『天青』へ向かいま

した。蔵元の会席料理を頂くために…。 

植込みの奥に歴史

ある重厚な造りの古

民家を思わせる空間

で、次々に運ばれて

くるセンスの良い料

理、旬魚のカルパッチ

ョ仕立て、あるいは

太刀魚の柚庵干しな

ど地産･地消に心した安心･安全な食材を駆使して調理され

たもののようです。また 店内にはお土産用の“地酒”も販

売されておりました。此処でゆっくりと昼食を済ませた私

たちは 再び車に戻り、寒川神社へと向かいました。 

この神社は日本一の八方除けの守護神として すべての

災禍を取り除く、ご霊験あらたかな神様として信仰されて

おり、社名は国幣中社･祭神は寒川比古命となっています。

私も引越しの都度お参りした記憶があり、以前はもっと古

めかしい‘村の鎮守さま’という感じのお社でした。今から

およそ 1500 年前、奈良時代に創建されたとか。今年の初

詣に娘夫婦の車に同乗してお参りしましたが 以前の面影

はすっかり消え、新しい立派な拝殿になっておりました。 

 

       ☆大会余話？☆       加藤 利榮 

 終ってみれば どうってこともないいつもながらの大会

でしたが、あまり表に出てこない感想を箇条書きにひと言。 

① いざ、協力クラブは何を…と、ともかく目に見える形

での協力をしましょうよ…、と。 

② 江東の皆さん、特に相川･篠田 

両ワイズには言い尽せないお世話を   

お掛けしました。(…しております。) 

③ 申込み案内書発送直前に、心当た  

りの方に添え書きをと、東京の発送セン   

ターへ堀田･田口両ﾜｲｽﾞと付箋貼りに…。 

④ プログラム冊子に、「白龍大鼓」「ロボットの力」「中学

生吹奏楽」の紹介がひと言ずつほしかったかなぁ…。 

⑤ 晩餐会でのお料理へのご不満は、いつの大会にもある

こと、無視させていただきますっ…。 

⑥ それにしても、アツギの皆さん、石井実行委員長･堀田

会長、そして陰の立役者セッチャンをよく支えられまし

たね、‘ここから未来へ’クラブの発展を祈るや切！ 
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～YMCA便り～      担当主事 長田 光玄 

☆大震災復興支援 笑顔･元気･がんばろう日本！☆ 

ワイズの新年度となりました。今年度もどうぞよろしく。 

3 月に湘南とつか YMCA で行われた「東日本大震災復興支援チ

ャリティーイベント」で集った募金の一部から、7月 10日(金)

～12 日(日)に岩手県

宮古市のボランティア

センターを通じ、現地

の仮設住宅や学校な

どを訪問し被災地      

－昨年のツアーから－  の方々と共に花植え

作業をする「東北に花を贈ろうボランティアツアー」を今年も

実施します。高校生から 25 歳までの学生を対象に 10 名限定

です（費用9,800円）。今年で 3回目の実施となります。 

問合せ先：045-864-4768 湘南とつかYMCA  

さて、7月 21日(火)には、恒例 横浜スタジアムにおいて横

浜 DeNA ベイスターズ vs 東京ヤクルトスワローズの試合が横浜

YMCA東日本大震災復興支援応援ゲームとして行われます。復興

応援募金【3,000円/1口】で当日の内野指定席チケットと‘YMCA

★DeNAベイスターズ応援タオルマフラー’がプレゼントされます。 

東日本大震災から4年

が経ちました。まだまだ

困難な中にある方々を

思います。笑顔・元気・

がんばろう日本！ 

厚木大会ではお世話

になりました。クラブの

皆さん、お疲れが出ませぬように…。       

☆今月の歳時記から☆ 

   ‘芭蕉の花 ばしょうのはな’と‘紫蘇 しそ’ 

‘芭蕉の花’、葉が非常に大きいのが特徴で 観賞用として

庭などに植えられます。2メートルを超す観葉植物の王とも

いわれ、盛夏の候、葉の間から太い緑色の花茎を横に出し、

しばらくして黄白色をした 6 センチほどの花が不揃いに咲

くのが見られ、花の後は実を結びますが 熟することはあり

せん。俳人芭蕉は「風雨に破れやすきを愛するのみ」と…。              

音立てゝ花の落ちたる芭蕉かな    鵜 錢 

  島の子と花芭蕉の蜜の甘き吸う    久 女 

   翁の墓丸くて小さし花芭蕉     月 吼 

次に‘紫蘇’、多く畑に栽培され、7 月上旬ころから採れ

始めます。すこぶる繁茂力が強く、庭先などにも生えます。

葉はダ円形に先がとがり、縁にノコギリ歯があり、茎も葉も

爽快な香りをもっています。赤紫蘇、青紫蘇、葉のちぢれた

縮緬紫蘇などの種類があります。細かく刻んで調理に用いた

り、揉んで梅干や漬物の色付けにも用いたりします。   

   紫蘇の葉や裏ふく風の朝夕べ      蛇 笏 

四五歩して紫蘇の香ならずやと思う  楸 邨 

海を見る青紫蘇の香は歯に残り      亨 

（午） 

☆７・８月の行事予定 ☆ 

➣７/4(土) 第1例会・総会(18:30･湘南とつかYMCA) 

➣７/21(火) 第2例会(DeNA vs ヤクルト に振替え18:00･) 

➣7/25(土) 部評議会(15:00～ 関内中央YMCA) 

➣８/3(月) 湘南とつかYMCA運営委員会(18:30～) 

➣８/21(金) クラブ納涼会(18:30～ 加藤ワイズ宅) 

➣９/1(火) 第70回Y‐Y’s協議会(19:00～ )  

 

～７月の例会のご案内～  

第1例会： ７月4日(土) －キックオフ例会―   

   ◎ 今城部長のクラブ公式訪問 

   ◎ 卓話「UniLeaf活動報告」 

          大下利栄子代表 

   ◎ 総  会 

第2例会:： 7月21日(火) １８：００～  

◎ 横浜球場でのDeNA vs ヤクルト戦 

  観戦例会を行います。詳細はおって…。 

～Happy Birthday～ 

        土方喜美代さん  7月26日 

        

～お知らせ～             会 長 

      15－16年度クラブ役員の皆さん 

会 長 ：吉原  訓   CS  ：  吉原  訓 

副会長 ：浦出 昭吉   EMC ：  浦出 昭吉 

書 記 ：若木 一美   BF･TOF･EF： 土方喜美代 

会 計 ：小俣 妙子   IBC･DBC： 大高  聡 

直前会長：加藤 利榮   YIA･YEEP･STEP： 渡邊 慶子 

監 事 ：加藤 利榮   メネット ：  吉原 和子 

監 事 ：川津 政義   ドライバー： 南部 直登 

担当主事：長田 光玄   ドライバー： 佐藤 康子 

   次期湘南･沖縄部部長   ドライバー： 杉本 兌子 

     若木 一美    ブリティン： 加藤 利榮 

   渡邊寛会員は地元自治会のお仕事の関係で 1年間休会されます。 

後任の会計には 小俣妙子会員が引き受けてくださいました。           

例により 総力態勢で臨みます。この1年 宜しくお願いします。 

                      会 長 

◎小俣妙子さんが 又  々 年賀切手を拠出されました。 

      今 回：20シート 

      前 回： 3シート 

◎渡邊 寛さんは、上記のように1年間休会されます。 

 同君のご健勝を祈り、1年後のご復帰をお待ちしております。 

◎写真のお礼 

  今月号に登載のほとんどの写真は、 

横浜YMCA広報室 池田直子氏 と 

東京ムカデクラブ 伊丹一之氏からそれぞれ 

ご提供頂いたものです。ありがとうございました。 

〈後記〉   

厚木大会 終りましたね、そして新年度に…、ユックリ・楽しく…。         

                      （T/K〉                                                                                                                       


